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前
回
（
平
成
26
年
４
月
１
日
号
）

紹
介
し
た
中
善
寺
村
史
料
の
中
で
、

も
う
１
点
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
千
葉
縣
衛
第
三
十
四

號
廣
告
」
と
題
す
る
印
刷
物
で
、
主

文
に
は
「
管
内
虎コ

列レ

刺ラ

病ビ
ャ
ウ

眞
性
及

ヒ
類
似
症
に
罹カ
ゝ

ル
者
治
癒
死
亡
ニ
ヨ

リニ
ヨ
リ未

治
ノ
区
別
左
ニ
表
示
セ
リ
因
テ

此
旨
廣
告
ス
、
明
治
十
二
年
自
十
月

四
日
午
前
初
時
至
同
月
十
日
午
後
十

二
時
」
と
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

明
治
12
年
（
１
８
９
７
年
）
の
10
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
の
コ

レ
ラ
患
者
の
記
録
で
す
。

　

日
本
で
最
初
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し

た
の
は
、
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）

10
月
４
日
以
前
に
罹
患
し
て
い
た
者

で
、
新
患
と
い
う
の
は
、
こ
の
１
週

間
で
、
新
た
に
発
病
し
た
者
を
指
す

の
で
し
ょ
う
。
患
者
が
多
い
の
は
周す

准す

郡
、
望も

う

陀だ

郡
、
天あ

ま

羽は

郡
で
、
周
准

郡
で
は
罹り

患か
ん

者し
ゃ

は
９
人
（
内
１
人
死

亡
）、望
陀
郡
は
罹
患
者
は
８
名
（
内

４
人
死
亡
）
天
羽
郡
で
は
罹
患
者
は

５
人
（
内
２
人
死
亡
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
長な
が

柄ら

郡
で
は
罹
患
者

は
１
人
で
、
死
亡
も
１
人
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。内
房
に
患
者
が
多
く
、

外
房
や
県
北
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

の
は
、
内
房
が
、
当
時
大
流
行
し
て

い
た
東
京
に
近
か
っ
た
た
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
１
週
間
で
、
千
葉

県
全
体
で
46
名
が
コ
レ
ラ
と
な
り
、

死
亡
し
た
の
が
17
名
も
い
る
の
に
対

し
て
治
癒
し
た
の
は
10
人
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
驚
く
べ
き
は
、
明
治
10

年
に
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
っ
て
以

来
、
千
葉
県
下
で
は
１
０
１
１
人
が

罹
患
し
、
死
亡
し
た
の
は
６
４
３
名

も
い
る
の
に
対
し
、
治
癒
し
た
の
は

３
５
２
名
し
か
い
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
当
時
の
千
葉
県
に

お
け
る
、
医
療
事
情
を
示
す
好
史
料

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
史
料
整
理
で
、
ま
た

新
た
な
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
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委
員

�

菅
根　

幸
裕

の
こ
と
で
し
た
。
次
に
流
行
し
た
の

は
開
国
後
の
安
政
５
年（
１
８
５
８
）

で
、
江
戸
だ
け
で
も
20
万
人
以
上
が

死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
代
に
入
る
と
、
明
治
10
年
（
１

８
７
７
年
）
に
、
再
び
東
京
を
中
心

に
大
流
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
明

治
政
府
が
推
進
し
た
コ
レ
ラ
の
防ぼ
う

疫え
き

対
策
は
、
一
般
の
人
々
に
は
ま
だ
理

解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
感
染

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
設
置
さ
れ
た

コ
レ
ラ
避
難
院
は
、
生
き
肝
を
抜
か

れ
る
場
所
と
の
デ
マ
が
広
が
っ
て
お

り
、
医
者
が
悪
魔
の
よ
う
に
見み

做な

さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば

明
治
10
年
11
月
に
は
、
佐
倉
順
天
堂

の
出
身
で
、
現
在
の
鴨
川
市
内
で
医

業
を
営
み
、
コ
レ
ラ
防
疫
に
努
め
た

西
洋
医
の
沼ぬ
ま

野の

玄げ
ん

昌し
ょ
う（
天
保
11
［
１

８
４
０
］
生
～
明
治
10
年
［
１
８
７

７
］
没
）
が
こ
う
し
た
流
言
飛
語
を

信
じ
て
い
た
地
元
民
に
惨
殺
さ
れ
る

と
い
う
事
件
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
の
付
随
す
る
表
に
よ
る

と
、ま
ず
千
葉
郡
で
は
旧
患
が
１
名
、

新
患
は
８
名
で
、
死
亡
者
は
４
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。旧
患
と
い
う
の
は
、
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